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研究成果の概要（和文）：２００文字 

本研究では、食後血糖値の上昇を抑制する食品素材を探索した結果、数種類の粗抽出物から糖

質分解酵素の抑制作用または腸管からのグルコース吸収の抑制作用を示す成分を機器分析によ

り同定した。このうち、モモ葉抽出物から得られた multiflorin A は、既存のトランスポーター

阻害剤よりも強力な作用を示し、構造—活性相関研究により、アセチル基が活性発現に重要で

あることが示された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Through exploratory study of the food material to suppress postprandial elevation of blood glucose 
level in mice, this study aimed to find and identified compounds having inhibitory effect of glucose 
absorption from the intestinal tract. As a result, some inhibitors against carbohydrate digestive 
enzymes or against glucose-transport in the intestine were purified with chromatography and then 
identified by spectral analysis. Multiflorin A, which was obtained from peach leaf extract, showed 
the most powerful effect compared with known transporter-inhibitors. Then the study of 
structure-activity relationship showed that its acetyl group is important to express the activity in 
vivo. 
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１．研究開始当初の背景 

 血糖値上昇を抑制する既存の機能性食品の

多くは、糖質分解酵素の活性を阻害するメカ

ニズムに着目して開発されている。研究代表

者のこれまでの研究においては、糖質分解酵

素阻害作用以外の作用メカニズムにより血糖

値上昇を抑制する抽出物にも注目してきた。

実験動物、培養細胞を用いた予備検討から、

これらは腸管に存在する糖質トランスポータ

ーを阻害することで腸管から血中へのグルコ

ースの吸収を抑制している可能性が示唆され

た。これら抽出物中の活性成分を特定して、

作用メカニズムを検証するとともに、その抽

出・調製の方法についても検討を加えること

ができれば、機能性食品の新しい素材として

も応用できると考えられる。 

 

 

２．研究の目的 

 本研究では、天然由来の抽出物から、これ

らグルコース吸収を抑制する成分を精製して、

その構造を決定するとともにin vivo並びにin 

vitroでの詳細な作用について検討する事を目

的とした。 

 具体的には、これまでに見いだした天然由

来成分について、活性成分の分離精製、なら

びに構造決定を行うとともに、同定した化合

物については、実験動物を用いて糖質吸収に

及ぼす阻害メカニズムを確認する。さらに腸

管においてグルコースの吸収を介することが

示唆されたものについては、その特異性や機

能の評価を行う。また、さらに新しい成分を

求めて、血糖値上昇抑制作用の探索研究につ

いても継続する。 

 

 

３．研究の方法 

(1) マウスにおいてグルコース吸収抑制作用

を示す成分の探索・・・マウスに一定量の糖

質（スターチ、マルトース、スクロース、グ

ルコース）を経口投与して、経時的に血糖値

をモニターした。対照群に対して血糖値上昇

の抑制を示すサンプルを活性ありと判断した。

また、血糖値以外にも腸管に残存したグルコ

ースの量と血中インスリンレベルを同時に測

定して、吸収阻害が主たる作用メカニズムで

あることを明確にした。 

(2) 活性成分の分離精製および構造決定・・・

上記活性試験を指標として、分液操作、カラ

ムクロマトグラフィー、HPLC 等の常法を用

いて活性成分を単離した。精製した化合物に

ついては、核磁気共鳴スペクトル、質量分析

スペクトル等の各種機器分析データの解析お

よび既知データとの比較により、その構造を

決定した。 

(3) 活性成分の大量調製法の検討・・・必要に

応じて活性成分の大量調製が可能かどうかを

検討するために、原料からの抽出・精製方法

について各種の条件を変えることにより検討

した。 

(4) 糖質輸送機構に及ぼす影響の解析・・・単

離した化合物を用いて培養細胞及び動物組織

を用いて詳細な機能を解析した。化合物の活

性の強さと特異性について、既存の特異的阻

害剤や特異的基質を用いて解析を行った。ま
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た、食品素材としての応用も考慮して精製し

た化合物と粗抽出物との比較も行った。 

 

 

４．研究成果 

 本研究における探索研究を通して、マウスで

食後血糖値上昇を抑制する食品素材を新たに

見いだした。これまでに見いだした有望な食

品素材について、各種動物試験や酵素活性試

験により作用メカニズムを推定した。これら

活性を指標として、糖質分解酵素阻害作用を

有する天然素材ならびに、グルコース吸収の

阻害作用を有する天然素材から数種類の化合

物を単離し、それぞれのスペクトルデータ解

析することにより化学構造を同定した。 

 これら抽出物のうちで最も強力な血糖値上

昇抑制作用を示したモモの葉からは、ケンフ

ェロール配糖体であるmultiflorin Aを同定し、

そのグルコーストランスポーターに対する作

用を既存の阻害剤と比較した。さらに、構造-

活性相関研究から、その作用が特異的であり、

分子中のアセチル基が活性発現に重要である

可能性を示した。 
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